
仕 様 書

1. 件名
什器の撤去及び処分の委託について

2. ⽬的
事務所のレイアウト変更に伴い、「6．処分対象物」に⽰すとおり、７階⻄フロアの不要
となった什器等の産業廃棄物を撤去及び収集運搬し、処分する。

3. 契約期間
契約締結⽇から令和７年１１⽉２９⽇まで
ただし、什器の撤去作業については令和７年８⽉１７⽇までとし、機構と別途調整する。 

4. 作業場所・⽇時
作業場所：東京都千代⽥区霞が関 3-3-2 新霞が関ビル PMDA 内

７階⻄フロア 事務室（詳細は別途提供）
作業⽇時：いずれかの⼟⽇祝 9:00〜18:00（実作業⽇時は協議のうえ決定）

5. 作業内容
（１）受託者は、あらかじめ機構と協議の上、回収⽇を決定し、産業廃棄物回収⽤の⾞両を、

履⾏場所である新霞が関ビルに配⾞すること（「9.特記事項 （２）」参照）。
（２）受託者は機構が指定するフロアにて、「6．処分対象物」に該当する什器の回収を⾏う。 

なお、回収後における什器設置部分の壁⾯の補修は不要。
（３）委託した産業廃棄物の処理については、リサイクル・リユースを考慮し、効率的かつ

経済的に処分することを前提に、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」で定める産
業廃棄物の処理基準及び第５項に掲げる⽅法にて⾏うこととする。

6. 処分対象物
処分対象物は別紙１に⽰すとおりとする。

7. 納品物
（１） 経済的に処分したものに関して、処分先が分かる書類（廃棄証明書等）を契約期間

内に速やかに提出すること。
（２） 経済的に処分できないものが発⽣した場合は、「8.産業廃棄物管理票（マニフェスト）」

を契約期間内に速やかに提出すること。



8. 産業廃棄物管理票（マニフェスト）
（１） 機構は、産業廃棄物の搬出の都度、マニフェストに必要事項を記載し、Ａ（排出事

業者保管）票を除いて受託者に交付する。
（２） 受託者は、産業廃棄物の収集を⾏うときは、担当者の⽴会いのもと産業廃棄物の種

類及び量を確認し、マニフェストと照合する。
（３） 受託者は、産業廃棄物を事業場に搬⼊する都度、マニフェストＢ１（収集運搬業者

保管）票及びＢ２（運搬終了）票に必要事項を記載し、Ｂ２（運搬終了）票を運搬
終了⽇から１０⽇以内に機構に送付するとともにＢ１（収集運搬業者保管）票を５
年間保存する。

（４） 受託者は、処分が完了したときは、マニフェストＣ１（処分業者保管）票、Ｃ２（処
分終了）票及びＤ（処分終了）票に必要事項を記載した後、Ｄ（処分終了）票を処
分終了⽇から１０⽇以内に機構に送付し、Ｃ１（処分業者保管）票、Ｃ２（処分終
了）票を５年間保存する。

（５） 受託者は、本契約に係る廃棄物の最終処分が終了した旨が記載されたマニフェスト
の写しの送付を受けたときは、機構から交付されたマニフェストＥ（最終処分終了）
票に最終処分の場所の所在地及び最終処分を終了した年⽉⽇を記⼊するとともに、
そのマニフェストに係るすべての中間処理産業廃棄物について最終処分が適正に終
了したことを確認の上、Ｅ（最終処分終了）票を機構に送付する。

（６） 機構は、受託者から送付されたマニフェストＢ２（運搬終了）票、Ｄ（処分終了）
票及びＥ（最終処分終了）票を、Ａ（排出事業者保管）票とともに５年間保存する。

9. 特記事項
（１） 処分に要する機械器具、⾞両、資材及び消耗品等は、全て受託者の負担とする。
（２） 新霞が関ビル駐⾞場を利⽤する場合の条件としては以下のとおり。

・荷物搬⼊専⽤エレベーターを利⽤する
（ア）⼤型⾃動⾞を使⽤する場合

新霞が関ビル 1 階（⾼速側（六本⽊通り側））の⼤型⾞駐⾞スペースに⽌めるこ
とが可能。

その際には、新霞が関ビル管理事務所の予約・許可が必要となるので、⾏先部署
名、⽇時、⾞両番号、⾞⾼、使⽤業者名等を事前（5 営業⽇前）に「12. 本件に関
する照会先」にメールすること。

（イ）それ以外の⾃動⾞を使⽤する場合
新霞が関ビル地下 1 階の時間貸駐⾞場の利⽤が可能。
‧30 分単位で 300 円ずつ加算
‧⾞の⾼さの制限 2.5ｍを超えない⾼さの⾃動⾞に限る



‧荷下ろしは、地下 1 階駐⾞場の開いたスペースに⾞を⽌めて⾏う
（３） 受託者は、建造物や、その他第三者の財産に危害をあたえないよう留意し、必要に

応じ養⽣を⾏うなど保護対策を講じなければならない。
（４） 受託者は、作業時に本件の⼯程を管理する者を作業場所に常駐させること。
（５） 受託者は、産業廃棄物の排出場所及び搬⼊先の施設を管轄する都道府県知事⼜は政

令で定める市⻑が発⾏する受託者あるいは再委託先業者等の名義の産業廃棄物の
種類に応じた産業廃棄物収集運搬業及び産業廃棄物処分業の許可証の写しを契約
書に添付すること。なお、許可事項に変更があったときは、受託者は速やかにその
旨を機構に通知し、変更後の許可証の写しを提出すること。

（６） 作業許可届書の提出など、機密書類及び産業廃棄物の回収を⾏うにあたり必要とな
る⼀切の⼿続きを⾏うこと。

10. 応募の条件
受託者あるいは再委託先業者等が取得している産業廃棄物の種類に応じた産業廃棄物
収集運搬業及び産業廃棄物処分業の許可証の写しを取得していることを⽰すこと。
上記を満たさなかった者は⼊札に参加できない。

11. その他
疑義の解釈義が⽣じた場合、機構と受託者双⽅で協議の上、決定すること。

12. 本件に関する照会先
東京都千代⽥区霞が関 3-3-2 新霞が関ビル 19 階
総務部総務課
TEL：03-3506-9541
e-mail：soumuka●pmda.go.jp
※●は@に置き換えてください。



別紙１

■処分対象物一覧

メーカー 型番（参考）
品名 台数 寸法（概寸） 備考

ITOKI HTM-219HSS-TE 両開き型キャビネット 11 W90×D43×H213

ITOKI HTM-219LS-TE オープン型キャビネット 13 W90×D43×H213

ITOKI
HTM-219HSS-TE

HTM-219LS-TE
スライドキャビネット 2 W360×D135×H213

1列目3基、2列目3基、3列目4基で１

セット

（1基あたりW90×D43×H213）

ベース部分・キャスターも処分対象

ITOKI HTM-219HSS-TE 両開き型キャビネット 7 W90×D43×H213

オカムラ
クランクモービル

ラック　６L型

クランクモービルラック

（可動部分）
14 W374×D70×H200

オカムラ
クランクモービル

ラック　６L型

クランクモービルラック

（左側：固定部分）
2 W374×D37×H200

ITOKI HTM-219HSS-TE 両開き型キャビネット 2 W90×D43×H213

ITOKI
HTM-219HSS-TE

HTM-219LS-TE
スライドキャビネット 1 W358×D90×H213

1列目３基、2列目4基で１セット

（1基あたりW90×D43×H213）

ベース部分・キャスターも処分対象

オカムラ
クランクモービル

ラック　６L型

クランクモービルラック

（可動部分）
6 W644×D70×H200

オカムラ
クランクモービル

ラック　６L型

クランクモービルラック

（右側：固定部分）
1 W644×D37×H200

オカムラ
クランクモービル

ラック　６L型

クランクモービルラック

（左側：固定部分）
1 W557×D37×H200

設置部屋

（別紙２参照）

※スライドキャビネット・クランクモービルラックの床埋め込み式レール部分は対象外

詳細は別紙３参照

詳細は別紙３参照

共有書庫

申請書・正本庫

占有書庫２

①

②

③



b21430wt
長方形

b21430wt
引き出し線
※枠内の6基は廃棄対象ではない



別紙３ 

■オカムラ クランクモービルラック６L 型 仕様参考（説明書より引⽤） 
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